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特
集

変わる土木。変わらぬ使命。
─土木が支えた平成の30年を振り返る─

Changing Civil Engineering, Unchanging Mission 
─ Looking back on 30 years of civil engineering in the Heisei era─

特集担当主査：大窪一正
特集企画担当：川里麻莉子、瀧本果奈、伊代田岳史、杉森秀司 

　

2
0
1
9
年
4
月
30
日
を
も
っ
て
、「
平

成
」
は
30
年
と
4
か
月
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
た
。
こ
の
間
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
度

重
な
る
金
融
危
機
、
高
齢
化
や
人
口
の
減

少
、
I
C
T
（Inform

ation and Com
-

m
unication T

echnology

）・
I
o
T

（Internet of T
hings

）
技
術
の
発
展
・

浸
透
な
ど
、土
木
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

「
平
成
の
30
年
間
」で
土
木
の
何
が
変
わ
り
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か

を
振
り
返
る
。 

土
木
を
取
り
巻
く

環
境
・
働
き
方
の
変
化

　

1
9
8
9（
平
成
元
）
年
、
横
浜
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
が
開
通
し
、
新
語
・
流
行
語
大
賞

に
は「
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
選

ば
れ
た
。
年
末
に
は
、
東
京
証
券
取
引
所
の

大
納
会
で
日
経
平
均
株
価
が
史
上
最
高
額

（
3
万
8
9
5
7
円
44
銭
）
を
記
録
し
、
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
1
等
・
前
後
賞
を

合
わ
せ
た
賞
金
が
初
め
て
1
億
円
を
超
え

た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
土
木

の
職
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
一
人
一
台
行

き
渡
っ
て
お
ら
ず
、
図
面
は
手
書
き
で
、
事

務
書
類
や
会
議
資
料
は
基
本
的
に
紙
ベ
ー

ス
、
土
曜
の
午
前
中
は
就
業
時
間
で
、
オ

フ
ィ
ス
内
で
喫
煙
可
能
、
と
い
う
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
一
人
一
台
以

上
の
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
が
支
給
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
図
面
や
資
料
が
社
内

外
の
関
係
者
間
で
瞬
時
に
共
有
さ
れ
、
週

休
二
日
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
30
年
間
で
職
場
環
境
や
働
き
方
は
大

き
く
変
化
し
て
き
た
。
表
1
に
、
こ
れ
ら

働
き
方
の
変
化
の
一
例
を
ま
と
め
た
。
ま

た
、
本
誌
の
表
紙
と
裏
表
紙
で
は
、
工
事
現

場
お
よ
び
オ
フ
ィ
ス
内
で
の
働
き
方
の
イ

メ
ー
ジ
を
イ
ラ
ス
ト
で
比
較
し
て
い
る
の

で
、併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

　

一
方
、
社
会
環
境
の
変
化
に
目
を
向
け

る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
に
よ
る
景
気
の
低
迷
は
、
公
共
事

業
や
民
間
設
備
投
資
の
減
少
を
招
き
、
土

木
業
界
に
は
建
設
工
事
費
の
削
減
や
工
期

短
縮
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
平
成
後

期
か
ら
現
在
に
か
け
て
は
、
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足
が
表
面
化
す

る
中
で
、加
速
度
的
に
発
展
す
る
I
C
T
・

I
o
T
技
術
を
取
り
入
れ
た
生
産
性
の
向

上
に
、
業
界
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題

へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
お
り
、
土
木
業
界

に
お
い
て
も
C
O

2
削
減
や
廃
棄
物
の
有

効
利
用
に
資
す
る
材
料
・
施
工
技
術
が
求
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め
ら
れ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
昭
和
以
前
か
ら
続
く「
3
K（
き

つ
い
・
汚
い
・
危
険
）
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
加

え
、2
0
0
1（
平
成
13
）
年
の「
脱
ダ
ム

宣
言
」
や
、2
0
0
9（
平
成
21
）
年「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、と
も
す
れ
ば「
土
木（
公
共
工
事
）

＝
悪
」
と
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
こ
の

間
、学
問
・
業
界
と
し
て
の
土
木
の
イ
メ
ー

ジ
が
悪
化
し
、
日
本
国
内
の
多
く
の
大
学

に
お
い
て
、「
土
木
」
を
冠
す
る
学
科
名
か

ら
改
称
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

大
規
模
自
然
災
害
後
の
復
興
工
事
な
ど
を

通
し
て
土
木
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
り
、2
0
1
2（
平
成
24
）
年
の
名
古
屋

大
学
や
2
0
1
6（
平
成
28
）
年
の
広
島
工

業
大
学
な
ど
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
、「
土

木
」
と
名
の
付
く
学
科
が
復
活
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
で
も
そ
の
数
は
日
本
全
体

で
10
校
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後

も
業
界
の
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
に
は
、

よ
り
一
層
、
土
木
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。 

　

本
特
集
で
は
、「
平
成
元
年
ご
ろ
入
職
の

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
」
と「
平
成
元
年
生
ま
れ

の
若
手
技
術
者
」
と
の
座
談
会
を
開
催
し
、

土
木
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
や
仕
事
の
変

化
、
土
木
や
仕
事
に
対
す
る
思
い
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

自
然
災
害
へ
の
挑
戦 

　

こ
の
30
年
間
は
、
度
重
な
る
自
然
災
害

と
の
戦
い
、
災
害
へ
の
挑
戦
の
連
続
で
も

あ
っ
た
。1
9
9
3（
平
成
5
）
年
の
北
海

道
南
西
沖
地
震
や
そ
の
2
年
後
1
9
9
5

（
平
成
7
）
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
に
始
ま

り
、2
0
1
1（
平
成
23
）
年
の
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
な
ど
、
多
く
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
そ
の
時
点
ま

で
の
想
定
を
上
回
る
地
震
に
見
舞
わ
れ
る

度
に
、
土
木
技
術
者
は
、
耐
震
設
計
基
準
の

見
直
し
や
既
設
構
造
物
の
耐
震
補
強
技
術

の
開
発
な
ど
を
行
い
、
被
害
の
軽
減
や
早

期
復
旧
を
担
っ
て
き
た
。
ま
た
風
水
害
に

関
し
て
は
、
日
本
列
島
に
甚
大
な
被
害
を

与
え
た
平
成
3
年
台
風
第
19
号（
1
9
9
1

年
）
や
、
西
日
本
各
地
を
襲
っ
た
平
成
30
年

7
月
豪
雨（
2
0
1
8
年
）
な
ど
、
大
型
台

風
や
前
線
な
ど
に
伴
う
豪
雨
災
害
に
加
え
、

特
に
近
年
で
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
も
呼
ば

れ
る
局
地
的
に
短
時
間
で
発
生
す
る
大
雨

に
よ
る
被
害
も
急
増
し
て
い
る
。
大
雨
の

発
生
数
の
増
加
傾
向
に
は
、
地
球
温
暖
化

に
伴
う
気
候
変
動
が
影
響
し
て
い
る
可
能

現在（表紙イラスト） 平成元年ごろ（裏表紙イラスト）
一人1台（以上）電話、パソコン（ノート
PC、タブレットPC）。

オフィス 連絡手段は主に固定電話。
部署で数台のワープロ、パソコンを共有。

打ち合せ資料や報告書等はPCの各種ソ
フトで作成。議事録もサーバーを介して
即座に共有。

打ち合せ資料や報告書等はワープロソフ
ト（共有）で作成。

スケジュールはPCのメールソフト等で管
理し、社内で共有可能。

スケジュールは個人で管理。当日分はホ
ワイトボードに記入して外出。

外出先でも携帯電話・スマホで電話・メー
ル可能。ノートPC・タブレットPCで資料
作成・確認も可能。

外出先では公衆電話から連絡（手書き
の電話帳が必須）。メールの確認は不可
能。

電子図面（3D）。各自がPCで編集や拡
大可能。

図面は定規で作図（手書き）。

クールビズ、ウォームビズの普及。 夏場でもネクタイ、長袖シャツ。
オフィス内は禁煙（喫煙ルーム）。 オフィス内で喫煙可。
新幹線・飛行機での日帰り出張範囲拡
大。
切符・航空券・ホテルの検索や予約もネッ
トで簡単に。
一人1台 携帯電話、パソコン、コンパクト
デジカメ。

工事現場 フィルムのカメラ。トランシーバーで連絡。

電子図面（3D）。スマホやタブレットPC
で現場でも確認可能。

手書きの紙図面。

書類の電子化。立会検査の電子承認。 フィルム写真の現像や手書きの検査書類。
安全設備や仮設資材の高性能化や軽量
化。

（現在と比べると）不十分な安全設備。夏
場は半袖の作業着も。

表1　平成元年から現在までの働き方の変化の例
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図1　 人口および人口構成、公共事業関係費の推移（出典：総務省統計局「国勢調査」「人口推
計（各年10月1日現在）」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」、国土
交通省「平成31年度 公共事業関係予算概要」）

土木学会誌 Vol.104 No.7 July 20195



DNA 土木学会誌 '19.07月号　P.004-007　P.6　'19.06.10　原責時　OP.モリ

性
が
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
大
雨
の
発
生
数

が
増
加
す
る
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

　

こ
れ
ら
、
地
震
災
害
や
風
水
害
に
対
し

て
は
、
元
来
の
土
木
の
強
み
で
あ
る
ハ
ー

ド
面
で
の
対
策
に
加
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
に
よ
る
防
災
意
識
の
向
上
や
自

治
体
の
地
域
防
災
計
画
の
策
定
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
に
よ
る
対
策
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
防
災
・
減
災
に
向

け
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
け
る
取

り
組
み
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
。 

技
術
の
発
展
と

イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
整
備 

　

前
述
し
た
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

（
1
9
8
9（
平
成
元
）
年
）
を
始
め
、
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン（
1
9
9
7（
平
成
9
）

年
）
、
明
石
海
峡
大
橋（
1
9
9
8（
平
成

10
）年
）
、常
磐
自
動
車
道（
2
0
1
5（
平

成
27
）
年
）
な
ど
の
高
速
道
路
網
の
開
通

や
、
山
形
新
幹
線（
1
9
9
2（
平
成
4
）

年
）
、秋
田
・
長
野
新
幹
線（
1
9
9
7（
平

成
9
）
年
）
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

（
2
0
1
1（
平
成
23
）
年
）
、
北
海
道
新
幹

線（
2
0
1
6（
平
成
28
）
年
）
の
運
転
開

始
な
ど
、
平
成
の
30
年
間
に
様
々
な
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
が
建
設
さ
れ
て
き
た
。 

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

よ
う
に
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
構

造
物
だ
け
で
は
な
く
、
地
面
の
中
か
ら
市

民
生
活
を
支
え
る
土
木
も
あ
る
。
安
全
で

衛
生
的
な
生
活
の
根
幹
を
担
う
上
下
水
道

や
、情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
光
フ
ァ

イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で
あ

る
。
平
成
後
半
以
降
、
現
在
進
行
形
で
市

民
生
活
を
大
き
く
変
え
て
い
る
I
o
T
や

I
o
E（Internet of Everything

）も
、

そ
の
土
台
は「
土
木
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。 

　

こ
れ
ら
は
、
材
料
・
構
造
・
施
工
の
技

術
革
新
な
ど「
土
木
が
変
わ
っ
て
き
た
」
こ

と
に
よ
っ
て
新
た
な
構
造
物
を
実
現
さ
せ

て
き
た
歴
史
で
あ
る
と
同
時
に
、
安
全
性

や
利
便
性
を
提
供
す
る
こ
と
で「
土
木
が

日
本
社
会
を
変
え
て
き
た
」
歴
史
と
も
言

え
る
。 

　

一
方
で
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
50
年

以
上
が
経
過
し
た
平
成
後
期
は
、
イ
ン
フ

ラ
構
造
物
の
維
持
管
理
の
重
要
性
を
よ

り
一
層
意
識
さ
せ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。

2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
に
発
生
し
た
笹

子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
落
下
事
故
を
契
機
に
、

道
路
構
造
物
に
対
す
る
近
接
目
視
に
よ
る

定
期
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
予

防
保
全
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
通

写真1　2011（平成23）年の東日本大震災で転倒した、女川町内の鉄筋コンクリートビル（撮影：東北大学災害科学国際研究所 越村俊一 教授）
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じ
て
、
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　

本
特
集
で
は
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
構
造

物
の
建
設
や
維
持
管
理
を
支
え
て
き
た
技

術
の
発
展
や
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
土
木
が

果
た
し
て
き
た
社
会
貢
献
に
つ
い
て
、
実

際
の
事
例
を
交
え
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

新
た
な
時
代
に
向
け
て 

　

長
年
に
わ
た
り
、建
設
業
は
製
造
業
な
ど

と
比
較
し
て
生
産
性
が
低
い
産
業
だ
と
言

わ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
人
口
減
少
に
伴
う

担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
、働
き
方
改
革
関

連
法
が
成
立
し
た
こ
と
も
受
け
て
、建
設
現

場
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
が
官
民
一
体

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。B
I
M
／

C
I
M
や
自
動
化
施
工
、
ド
ロ
ー
ン
測
量

な
ど
の
新
し
い
技
術
が
次
々
と
開
発
、
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
土
木
」
が

魅
力
あ
る
学
問
・
業
界
と
し
て
今
後
も
優

秀
な
担
い
手
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
も
、

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
言
え
る
。
本

特
集
で
は
、
こ
れ
ら
最
新
の
I
C
T
技
術

を
取
り
入
れ
た
施
工
技
術
の
発
展
に
つ
い

て
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

　

新
た
な
時
代
を
迎
え
、今
後
ま
す
ま
す
変

化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る「
土
木
」

で
あ
る
が
、
一
方
で
、
ど
ん
な
に
時
代
が
変

わ
っ
て
も
、「
土
木
」
が
社
会
に
対
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
、
技
術
者
倫
理
・
社
会
基

盤
を
担
う
プ
ラ
イ
ド
な
ど
は
、
変
わ
ら
な

い
・
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
言
え
る
。 

本
特
集
の
終
わ
り
に
は
、
時
代
を
超
え
て

求
め
ら
れ
る
土
木
の
役
割
に
つ
い
て
展
望

し
た
、
示
唆
に
富
む
記
事
を
執
筆
い
た
だ

い
た
。 

　

本
特
集
が
、読
者
各
位
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
の
平
成
の
30
年
間
を
振
り
返
り
、
新
た

な
時
代「
令
和
」
に
お
い
て
今
後「
土
木
」

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

写真2　1989年（平成元年）に開通した横浜ベイブリッジ

写真3　 半自律制御操作可能なコンクリート床仕上げ
ロボット（提供：大成建設（株））

（
注
1
）
平
成
の
期
間
に
お
け
る
出
来
事
の
流
れ
を

理
解
し
や
す
い
よ
う
、
本
特
集
内
で
は
西
暦
と
和
暦

を
併
記
し
た
。 
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